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３月議会での主な質問 4項目

TADAYOSHI

　平成30年12月に実施された西東京市議会議員選挙にて初当選
いたしました山田忠良（ただよし）です。平成31年1月21日より
任期が始まり、2月の臨時会、3月の定例会とめまぐるしい
毎日が過ぎていきました。3つある常任委員会では建設環境
委員会に所属し、土地開発公社の評議員にも就任しました。
　議会レポート第 1号では、定例会での関連質問や日々の
活動などをご紹介させていただきます。

New FaceNew Face

生活保護及び生活困窮者自立支援法に
基づく取り組みについて

質問　　　 昨年度から実施している、生活困窮者を対
象とした就労準備支援事業について、今年度から被
　　　　　　　　保護者にも対象を拡大するとの
　　　　　　　　ことですが、まず、この事業の概
　　　　　　　　要や、どの様な方が対象かを伺
　　　　　　　　います。
　　　　　　　　また、どこに相談すればよいの
　　　　　　　　かわからない方々についても、
　　　　　　　　相談窓口として支援できるので
　　　　　　　　しょうか。　

パラアート（障がい者アート）について

質問　　　 今年度実施されたパラアートの具体的な取
り組みとその評価、今後の事業展開についてお伺
いいたします。

　　　　同事業は就労に必要な実践的な知識・技
能などが不足しているだけでなく、複合的な課題
があり生活のリズムが崩れていたり就労意欲が低
下していることが理由で就労の準備が整っていな
い生活困窮者に対して、一般就労に向けた支援を
計画的に実施することを目的としています。平成
31年（令和元年）度より生活保護世帯へと支援を
拡充することで自立を目指す事業として有効であ
ると考えています。
まずは生活サポート窓口にご相談いただくことで、
問題や課題を整理しながら、その方に合わせた支
援を実施していきます。

答弁

　　　　平成 30 年度は、誰もが文化芸術活動に
親しめる環境づくりに向けた取り組みとして、多
摩六都フェア事業で「パラアート制作ワークショ
ップ展覧会」を実施しました。ワークショップでは、
8名の受講者とご家族が参加され「自然」「共生」
をテーマにフィンガーペイントやブラインドアート
など、多様なアプローチでアートを体験されました。
今後も、すべての市民の皆様が生きがいをもって
社会参加をする暮らしを支援するために、パラア
ートを推進してまいります。

答弁

　　　　先日、ワークショップに携わった方にお
話をお聞きしまして、いろんな画材に触れて子供
たちがとても楽しそうに
取り組み、親御さんも安
心して見ておられたそう
です。一方で、うちの子も
絵を描いているけど、こ
ういうものがあると知っ
ていればぜひ出品したか
ったという意見があったなど、広報についての課
題も挙げておられました。素晴らしい取り組みだ
と思いますので今後も継続的に進めていただけれ
ばと思います。

意見

山田忠良の日々の活動をご覧ください

検索山田忠良

山田忠良プロフィール
【趣味・特技】空手、　料理、テニス、ドラム、
　　　　　　バイクツーリング、少林寺拳法。

LINE

1981年（昭和56年）　10月27日西東京市生まれ。
明治大学中野八王子中学・高校、東京国際大学人間社会
学部卒業。スポーツ施設勤務等を経て行政書士開業。
西東京市防衛協会事務局次長、西東京空手道真生会役員
会会長、東京田無ライオンズクラブ・警察友の会・西東京
市防犯協会・西東京明るい社会をつくる会・にしはらス
ポーツクラブ会員、西東京市ティーボール連盟常任理事。



ライオンズクラブで▶
少年野球を応援

ひばりケ丘駅▶
北口ロータリー
開通式

▲FM西東京に出演

◀障害者福祉をすすめる学習会
　に参加

雨水溢水対策について

質問　　　 昨年8月に発生したゲリラ豪雨や突発的に
発生する豪雨による道路冠水など、昨今の気象の
変化は市民生活に重大な影響を及ぼしています。
市民のくらしを守るために、雨水溢水対策は重要
だと考えますが、市のこれまでの取り組みと現状
の課題、今後の整備の進め方についてお伺いいた
します。

　　　　最近の集中豪雨では、短時間に大量の雨
が降ることにより既存の排水施設の能力を超える
ことで、溢水（道路冠水）が発生しています。市内
で確認した溢水箇所は 68 箇所でしたが、今年度
（平成30年度）芝久保四丁目地内において雨水対
策工事を行いましたので、対策済みの箇所は26
箇所となります。平成31年度の溢水対策事業とし
ては、芝久保四丁目地内の実施設計と住吉町一丁
目地内および下保谷四丁目後内の雨水溢水対策工
事を予定しています。

答弁

　　　　西東京レスキューバードは、市内在住で
災害ボランティア講座を受けた方々を中心に約50
名ほどのメンバーがいると伺っております。いざ
という時には、自助共助公助に加え、自発的な互
助の取り組みが大切だと思います。今後も市民の
防災意識の向上、地域福祉活動の推進のために民
間団体としっかり共同で取り組んでいただきたい
と思います。

意見

　　　　基本的に 1時間50ミリの雨に耐えられ
るように工事を実施しているとのことですが、昨
年は溢水対策を行った箇所の付近でも道路冠水が
起こるなど、想定を超える雨量が計測されること
が増えております。市民の皆さまが取り組める雨
水浸透施設等の設置助成制度をより多くの方に
知っていただき、活用していただくとともに、市
としても市民の生活を守るために着実に計画を進
めていただきたいと思います。

意見

▲橋本聖子議員を激励

▲新人議員研修会に参加

NPO等企画提案事業について

質問　　　 地域が抱える様々な課題を解決するために
は、行政と民間団体が協働して取り組むことが重
要と考えます。そこで、本事業の概要と「防災と減
災のまちづくり」というテーマ設定、事業採択の経
緯及び今後の展開についてお伺いいたします。

　　　　西東京市では、市民協働を推進する事業
の一つとして、平成16年度から NPO 等企画提案
事業を実施しており、「自由テーマ型」と「テーマ設
定型」の募集区分ごとに審査により採択事業を決
定し、市との協働により事業を実施しています。
平成31年度の募集テーマにつきましては、市民協
働センターゆめこらぼに登録しているNPO 代表
者6名を中心とした懇談会形式で意見交換を行い、
「防災と減災のまちづくり」に決定しました。その
後、第 1次選考、公開プレゼンテーションによる
第 2次選考を行い、最終的に「西東京レスキュー
バード」が選定されました。選定団体と市がお互
いの立場や特性を活かした適切な役割分担のもと、
この事業を通じて地域力の向上を目指すとともに、
将来像としての「安全・安心で住みやすいまちづ
くり」の実現を進めてまいります。

答弁

活 動日々の の様子
議員 1年目スタート！！

皆様のご意見、ご要望を
　山田忠良が市政に届けます！

TEL/FAX 042-445-1209　

西東京市芝久保町4-2-28富士コーポ301　

初のラジオ出演！
初のラジオ出演！

携帯番号 090-6945-2650　
E-mail : tad2720@gmail.com

日々勉強です！
日々勉強です！

住みやすいまちづくりを目指して

  全力で取り組んでまいります！

TADAYOSHI


